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都市の音環境一社会調査データの声一
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図1 新幹線騒音L品 4の推移(金調査地点の距離別平均)
6 あとがき
“総じて世の中日B騒がしい"というのが調査
データとの日頃の付き合いから得たささやかな印象
である。これはまた既存の各種基準と実情とを照合
したときあぶれ出た量でもある。基準が厳し過ぎる
のであるうか?都市の音環境の現状を“よし"とす
るならば，基準を甘くするのもよかろう。しかし余
程のへソ曲がりか天邪鬼でもない限り，現状に対し
首を横に振りこそすれ，縦に振る人はあるまい。
この 5dBのかベを克服することは騒音発生量を
現在の1/3に抑制することである。騒音エネルギー
を1桁 (1倒B)も2桁 (2倒B)も低減することは
そうそう望めることではないが.1/3程度にコント
ロールするための技術開発や諸施策はあって然るべ
きであろう。これはまた騒音に対する我々の反応を
気持の上で1段階やわらげることでもある。ともあ
れ，街を静かにするための願いを，この剖Bの壁
をクリアすることに託したいと思うのである。その
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ぶん音を楽しむために。
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